
二
〇
一
八
年

湊
川
で

七
月

二
十
八
日

十
三
時
〜

俳
句

神戸の街を巡って俳句を作る、吟行句会イベント。
ガ バ リ と コ ウ ベ 　2 0 1 8 . 7 . 2 8（ 土 ）1 3 : 0 0 ～  湊川エリア

ゲ
ス
ト

北
大
路
翼
（
俳
人
・
新
宿
歌
舞
伎
町
俳
句
一
家「
屍
派
」家
元
）

塚
原
正
也
（
山
羊
研
究
家
） 



ガ バ リ と コ ウ ベ

神
戸
の
街
を
巡
っ
て
俳
句
を
作
る
、吟
行
句
会
イ
ベ
ン
ト
。

「 俳句 」を通して神 戸の魅力を再発見しませんか？

北
大
路
翼

一
九
七
九
年
、西
宮
市
生
ま
れ
。兵

庫
区
で
山
羊
を
飼
い
、ハ
ー
ブ
を

育
て
て
暮
ら
す
。バ
ン
ド
活
動
、イ

ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、農
業
、畜
産

業
、飲
食
業
、造
園
業
、港
湾
労

働
者
、額
作
家
な
ど
な
ど
を
渡
り

歩
き
、「
百
姓
＝
百
の
仕
事
」と

捉
え
多
様
な
仕
事
で
暮
ら
す
こ

と
を
実
践
す
る
、暮
ら
し
の
研
究

家
。路
上
観
察
愛
好
家
、地
下
足

袋
愛
好
家
。俳
句
は
今
回
が
初

挑
戦
。

一
九
八
三
年
、東
京
生
ま
れ
。

二
〇
一
六
年
よ
り
神
戸
在

住
。中
央
区
二
宮
の
商
店

街
、店
舗
等
で「
寂
し
い
け
れ

ど
な
ん
だ
か
居
心
地
の
い
い

こ
の
街
で
、聴
き
た
い
音
楽

が
あ
る
」を
テ
ー
マ
と
し
た
音

楽
イ
ベ
ン
ト「N

inom
iya 

M
usic Lounge

」を
不
定

期
開
催
中
。ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

『real local

』に
て
、神
戸
の

ラ
イ
ブ・ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト
を

紹
介
す
る「
神
戸
音
楽
カ
レ

ン
ダ
ー
」月
刊
連
載
中
。俳

句
同
人「
傍
点
」所
属
。

塚
原
正
也

酒
井
匠（
酒
印
）

二
〇
一
八
年
七
月
二
十
八
日（
土
）十
三
時
〜
、湊
川
エ
リ
ア
に
て
。

パルシネマ

地下鉄
湊川公園駅
東出口5

至 

新
開
地
▼

◀至 長田

湊川トンネル

神戸高速鉄道
湊川駅

マ
ク
ド
ナ
ル
ド

集合場所

国道2号線

ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー

貿
易
セ
ン
タ
ー
駅

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

神戸三宮駅／三ノ宮駅

そごう

ローソン
神戸商工貿易
センタービル
神戸商工貿易
センタービル

神戸市役所

東遊園地

みなとのもり公園

神戸税関

【 

吟
行 

】 

短
歌
や
俳
句
の
題
材
を
得
る
た
め
に
、特
定
の
場
所
に
出
か
け
て
、景
色
な
ど
を
見
て
ま
わ
る
こ
と
。

【 

句
会 

】 

皆
が
作
っ
た
俳
句
を
無
記
名
で
並
べ
て
、好
き
な
句
を
選
び
合
い
、鑑
賞
す
る
遊
び
の
こ
と
。

当日スケジュール（予定）

俳
人・

新
宿
歌
舞
伎
町
俳
句一家

「
屍
派
」家
元

山
羊
研
究
家

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

日
時

場
所

ゲ
ス
ト

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

参
加
費

定
員

参
加
方
法

主
催

二
〇
一
八
年
七
月
二
十
八
日（
土
）十
三
時
〜
十
九
時

﹇
集
合
場
所
﹈湊
川
公
園
駅
周
辺（
湊
川
エ
リ
ア
を
散
策
）／K

IIT
O
 

三
階 

三
〇
一

北
大
路
翼（
俳
人
・「
屍
派
」家
元
）／
塚
原
正
也（
山
羊
研
究
家
） 

酒
井
匠（
酒
印
）

一
〇
〇
〇
円（
湊
川
エ
リ
ア
か
らK

IIT
O

へ
の
移
動
交
通
費
は
別
途
各
自
で
ご
負
担
く
だ
さ
い
）

二
〇
名（
事
前
申
込
制
、先
着
）

六
月
二
十
八
日（
木
）十
四
時
か
らK

IIT
O

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://kiito.jp 

に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

デ
ザ
イ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
神
戸
、酒
印

http://kiito.jp

お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

 TEL／078-325-2235  Email／event@kiito.jp Gabaritoって？…戦中から神戸に暮らし、小説『神戸』を記した俳人・西東三鬼の句「水枕ガバリと寒い海がある」より。

ぎ
ん

こ
う

く

か
い

13:00

13:20
15:30
16:30
17:00
19:00

湊川トンネル前（地下鉄・湊川公園駅 東出口5すぐ）に集合
オリエンテーション
湊川エリアを散策。各自俳句を作っていただきます
作った俳句を提出。各自KIITOへ移動
KIITOに集合。句の一覧を見て、好きな句を選んでいただきます
ゲスト、コーディネーターを中心にトーク
終了

【吟行】
【投句】
【選句】
【句会】

十
七
音
の
言
葉
で
風

景
を
切
り
取
る
俳
句
。

俳
句
を
作
る
た
め
に
街

を
観
察
し
て
歩
け
ば
、

ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
や
観

光
で
は
目
に
と
ま
ら
な

か
っ
た
神
戸
の
様
々
な

表
情
が
見
え
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

神
戸
に
新
た
な
視
点

を
も
た
ら
し
て
く
れ
る

県
外
か
ら
の
俳
人
ゲ
ス

ト
と
、オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

な
視
点
を
持
つ
神
戸

在
住
の
ゲ
ス
ト
を
お
招

き
し
、「
吟
行
句
会
」を

開
催
し
ま
す
。

俳
句
経
験
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
に
遊
び
た
い
あ

な
た
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！

ぎ
ん
こ
う
く
か
い

一
九
七
八
年
、横
浜
市
生
ま
れ
。高

校
在
学
時
、俳
人
・
今
井
聖
に
出

会
い
俳
句
誌「
街
」に
入
会
。二
〇

一一
年
、「
屍
派
」を
結
成
。二
〇
一

二
年
、現
代
美
術
家・会
田
誠
か
ら

「
芸
術
公
民
館
」を
引
き
継
ぎ

「
砂
の
城
」と
改
称
、同
城
主

を
務
め
る
。句
集
に『
天
使
の
涎
』

（
邑
書
林
、第
七
回
田
中
裕
明
賞

受
賞
）、『
時
の
瘡
蓋
』（
ふ
ら
ん
す

堂
）、編
著
に『
ア
ウ
ト
ロ
ー
俳
句
』

（
河
出
書
房
新
社
）な
ど
。 ”

”

※

雨
天
決
行・荒
天
時
中
止

※

当
日
、俳
句
の
指
導
は
行
い
ま
せ
ん
が
、未
経
験
の
方
に
は
、事
前
に
参
考
資
料
を
お
送
り
し
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
神
戸（K

IIT
O

）


